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茨城県スポーツ指導者協議会会報第63号 （2）

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
会

員
の
皆
様
、
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
去
る
三
月
十
一
日
・
一
四
時
四
六
分
、

東
北
地
方
を
震
源
と
し
た
大
地
震
は
、

我
々
の
住
む
茨
城
県
に
ま
で
大
き
な
打

撃
を
与
え
、
半
年
を
過
ぎ
る
今
の
時
期

ま
で
復
興
と
い
う
文
字
に
踊
ら
さ
れ
て
、

復
旧
さ
え
も
疎
か
に
な
っ
て
い
る
現
状

で
あ
り
ま
す
。
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆

様
の
ご
自
宅
の
復
旧
は
進
ま
れ
て
お
り

ま
す
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
際
、
ご
自
身
の

満
足
さ
れ
る
よ
う
、
ど
う
ぞ
あ
わ
て
ず

満
足
で
き
る
復
旧
を
さ
れ
ま
す
よ
う
御

祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

県
内
の
体
育
施
設
の
復
旧
状
況
も
満

足
の
い
く
進
捗
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

将
来
を
担
う
若
い
選
手
達
の
練
習
環
境

の
整
備
を
早
く
取
り
戻
し
て
あ
げ
た
い

も
の
で
す
。
又
、
地
域
と
伴
に
活
躍
さ

れ
て
い
る
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
練
習
環
境

さ
え
も
皆
無
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
一

日
も
早
い
公
共
施
設
の
復
旧
と
、
そ
の

未
整
備
の
環
境
に
打
ち
勝
つ
、
強
い
意

志
を
持
つ
チ
ー
ム
作
り
が
成
さ
れ
ま
す

よ
う
、
応
援
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
学
校
施
設
の
復
旧
が
、

い
ち
早
く
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
喜
ぶ

べ
き
事
で
し
ょ
う
。
県
内
の
被
災
施
設

が
一
日
も
早
く
復
旧
さ
れ
茨
城
県
内
が

復
興
さ
れ
ま
す
よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

二
〇
一
九
年
茨
城
国
体
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
本
県
で
も
選
手
の
育
成
に
期
待

が
か
か
り
ま
す
。
特
に
少
年
の
部
で
は
、

二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
生
ま
れ
の

小
学
生
が
対
象
に
な
っ
て
き
ま
す
。
小

学
校
体
育
、
中
学
校
体
育
の
競
技
力
向

上
へ
の
指
導
方
法
が
着
目
さ
れ
て
き
ま

す
。
当
然
な
が
ら
有
資
格
者
で
あ
る
我
々

公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
へ
の
期
待
も
か

か
っ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
期
待

に
応
え
る
べ
き
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

と
し
て
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
よ
り
高
度
で
近
代
的
な
指
導
力
を

研
鑽
さ
れ
ま
す
よ
う
御
期
待
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

財
団
法
人
日
本
体
育
協
会
は
設
立

一
〇
〇
年
を
迎
え
、
併
せ
て
公
益
法
人
化

へ
の
第
一
歩
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、
指
導
育
成
部
と
し
て
の
公
認

指
導
者
へ
の
基
本
方
針
は
、
昨
年
に
引

き
続
い
て
「
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
養
成

と
活
動
の
促
進
」、「
公
認
指
導
者
の
更

新
率
の
向
上
方
策
に
つ
い
て
」、「
学
校

部
活
動
に
お
け
る
外
部
指
導
者
に
つ
い

て
」
を
推
進
し
て
い
く
目
標
で
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

数
々
の
事
情
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
本

協
議
会
へ
の
益
々
の
ご
鞭
撻
と
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

末
尾
に
当
た
り
、
会
員
の
皆
様
、
そ

し
て
有
資
格
者
の
皆
様
の
益
々
の
ご
発

展
と
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
長
就
任
に
当
た
り
一
言
ご
挨

拶
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
二
十
三
〜

二
十
四
年
度
役
員
改
選
に
際
し
、
本
協

議
会
理
事
長
の
命
を
受
け
ま
し
た
こ
と
、

誠
に
光
栄
で
あ
り
ま
す
。
浅
学
非
才
の

私
に
と
っ
て
身
に
余
る
重
責
で
す
が
、
お

引
き
受
け
し
た
以
上
、
誠
心
誠
意
務
め

る
所
存
で
す
。
何
卒
皆
様
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
、
そ
し
て
御
協
力
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
昭
和
六
十
一
年
、
県

本
部
よ
り
各
地
区
に
「
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
協
議
会
」
を
設
立
す
る
と
の
方
針
が

出
さ
れ
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
県
北
地
区
、

四
市
一
町
三
村
は
、
二
十
一
名
の
代
表
者

を
選
出
し
「
県
北
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協

議
会
」
設
立
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
事

に
な
り
ま
し
た
。

当
時
、
私
の
居
住
地
で
あ
る
常
陸
太

田
市
で
も
、
地
元
出
身
の
県
本
部
理
事

を
中
心
に
、
市
の
「
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

協
議
会
」
を
設
立
す
べ
く
準
備
中
で
し

た
。
折
よ
く
私
も
こ
れ
に
参
加
し
て
お

り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
理
事
の
方
よ
り
県

北
地
区
で
「
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
」

を
設
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
い
て
は

こ
の
会
議
に
参
加
す
る
よ
う
に
と
指
示

を
受
け
応
諾
。
結
果
と
し
て
常
陸
太
田

市
か
ら
理
事
、
行
政
、
会
員
二
名
、
合

計
四
名
が
会
議
に
参
加
す
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
設
立
に
協
力
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
私
の
「
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議

会
活
動
」
の
始
ま
り
で
す
。

設
立
会
議
は
、
県
本
部
理
事
の
方
々

を
中
心
に
進
め
ら
れ
、
行
政
の
方
の
お

力
も
借
り
な
が
ら
、
同
年
八
月
、
設
立

趣
意
書
を
作
成
、
こ
れ
を
県
北
地
区
内

に
発
送
し
、
会
員
を
募
り
、
同
年
十
二

月
発
足
総
会
を
滞
り
な
く
実
施
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
が
、
現
在
の
「
茨
城
県
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
県
北
支
部
」
の

原
点
で
あ
り
、
私
の
活
動
の
拠
り
ど
こ

ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

あ
れ
か
ら
二
十
五
年
、
県
本
部
の
理

事
を
拝
命
し
て
か
ら
で
も
二
十
年
は
過

ぎ
ま
し
た
。
新
人
も
い
つ
の
間
に
か
古
株

に
成
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
種
々
勉
強

さ
せ
て
頂
き
、
成
長
さ
せ
て
頂
い
た
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
、
私
で
お
役
に
立
つ
の
で
あ
れ

ば
と
、
力
不
足
を
省
み
ず
お
引
き
受
け

し
ま
し
た
。
大
変
不
慣
れ
で
す
。
ご
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
努
力
す
る
つ
も
り

で
す
が
、
万
一
失
礼
が
あ
り
ま
し
た
ら
そ

の
節
は
、
ご
容
赦
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
理
事
長
就
任
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ　
　

　

指
導
者
協
議
会
会
長

照　
沼　
一　
美

ご
あ
い
さ
つ

　

県
北
支
部
支
部
長

野 

内 

康 

二

理
事
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
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収入の部 （単位：円）
項　　　目 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 備　　　　考

1. 会 費 1,000,000 949,000 △ 51,000 4000円×235名・2000円×4名・1000円×1名
2. 助 成 金 360,000 360,000 0 茨城県体育協会（22 年度）
3. 繰 越 金 360,696 360,696 0 前年度繰越金（21 年度）
4. 雑 収 入 14,304 41,328 27,024 利息・関ブロ経費・その他

合　　　計 1,735,000 1,711,024 △ 23,976

支出の部 （単位：円）
項　　　目 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 備　　　　考

1. 会 議 費 202,000 101,067 △ 100,933
総 会 32,000 20,300 △ 11,700 事務品・切手・会場代・飲み物
常 任 理 事 会 20,000 0 △ 20,000
理 事 会 40,000 30,767 △ 9,233 事務品・切手・会場代・飲み物
総 務 委 員 会 10,000 0 △ 10,000
広 報 委 員 会 50,000 50,000 0
研 修 委 員 会 50,000 0 △ 50,000

2. 事 務 費 450,000 439,764 △ 10,236
旅 費 100,000 80,000 △ 20,000 交通費
消 耗 品 費 100,000 108,488 8,488 事務品・コピー用紙・インク他
食 料 費 10,000 8,850 △ 1,150 各種打合せ会
印 刷 コ ピ ー 費 30,000 22,050 △ 7,950 封筒印刷・コピー使用
通 信 費 130,000 127,390 △ 2,610 切手・ハガキ
備 品 費 80,000 92,986 12,986 メモリ・デジカメ・プリンタ他

3. 事 業 費 760,000 660,760 △ 99,240
会 報 印 刷 費 200,000 151,200 △ 48,800 会報 61 号・62 号
会 報 発 送 費 180,000 161,060 △ 18,940 送料代・宅配便
研 修 費 40,000 53,500 13,500 中央研修会
派 遣 費 90,000 45,000 △ 45,000 関東ブロ会議
県 北 活 動 費 80,000 80,000 0 支部活動費
中 央 活 動 費 100,000 100,000 0 支部活動費
水 戸 活 動 費 0 0 0 支部活動費
鹿 行 活 動 費 70,000 70,000 0 支部活動費
県 南 活 動 費 0 0 0 支部活動費
県 西 活 動 費 0 0 0 支部活動費

4. 予 備 費 43,000 0 △ 43,000
5. 雑 費 80,000 4,795 △ 75,205 振込手数料
6. 準 備 金 200,000 0 △ 200,000 関ブロ会議準備金（24 年度）

合　　　計 1,735,000 1,206,386 △ 528,614

平成22年度 収支決算報告書　（平成22年 4 月 1 日～平成23年 3 月31日）

収入合計  1,711,024 円
支出合計  1,206,386 円
差引残金  504,638 円

※上記のとおりご報告いたします。
　なお、差引き残金は平成23年度予算に繰越し致します。

収入合計  1,625,000 円
支出合計  1,625,000 円
差引残金  0 円

※上記のとおりご提案いたします。

収入の部 （単位：円）
項　　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 備　　　　考

1. 会 費 760,000 1,000,000 △ 240,000 4000円×190名
2. 助 成 金 360,000 360,000 0 茨城県体育協会（23 年度）
3. 繰 越 金 504,638 360,696 143,942 前年度繰越金（22 年度）
4. 雑 収 入 362 14,304 △ 13,942

合　　　計 1,625,000 1,735,000 △ 110,000

支出の部 （単位：円）
項　　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 備　　　　考

1. 会 議 費 222,000 202,000 20,000
総 会 32,000 32,000 0
常 任 理 事 会 20,000 20,000 0
理 事 会 50,000 40,000  10,000
総 務 委 員 会 10,000 10,000 0
広 報 委 員 会 60,000 50,000 10,000
研 修 委 員 会 50,000 50,000 0

2. 事 務 費 530,000 450,000 80,000
旅 費 100,000 100,000 0
消 耗 品 費 120,000 100,000 20,000
食 料 費 20,000 10,000 10,000
印 刷 コ ピ ー 費 40,000 30,000 10,000
通 信 費 130,000 130,000 0
備 品 費 120,000 80,000 40,000

3. 事 業 費 810,000 760,000 50,000
会 報 印 刷 費 180,000 200,000 △ 20,000 会報 63 号・64 号
会 報 発 送 費 180,000 180,000 0
研 修 費 60,000 40,000 20,000
派 遣 費 60,000 90,000 △ 30,000
県 北 活 動 費 80,000 80,000 0
中 央 活 動 費 100,000 100,000 0
水 戸 活 動 費 0 0 0
鹿 行 活 動 費 70,000 70,000 0
県 南 活 動 費 50,000 0 50,000
県 西 活 動 費 30,000 0 30,000

4. 予 備 費 13,000 43,000 △ 30,000
5. 雑 費 50,000 80,000 △ 30,000
6. 準 備 金 0 200,000 △ 200,000

合　　　計 1,625,000 1,735,000 △ 110,000

平成23年度 収支予算書（平成23年 4 月 1 日～平成24年 3 月31日）
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平成23年度 本協議会事業計画書
1．方　針
　 1） 地域住民のスポーツ活動のニーズに対応して、生涯

にわたるスポーツ活動への協力と支援を通じてス
ポーツ指導者の社会的地位向上に努める。

　 2） 資格保有者相互の親睦と連携に努め、指導者としての資
質や指導力の向上を図り、スポーツ活動の推進に努める。

　 3） 公認スポーツ指導者の本協議会加入の促進に努める。
　 4） 地域総合型スポーツ活動ヘの参画に努める。

2 ．目　標
　 1）本協議会の組織充実を図る。
　　①本協議会の体制充実
　　②支部組織の充実
　　③市町村との連携・協調
　　④競技団体との連携・協調
　 2） 研修会を開催して、資質と指導力の向上を図る。
　 3） 普及広報活動を充実させて、交流と情報交換を図る。
　 4） 財団法人茨城県体育協会および市町村体育協会事

業への協力体制を充実させる。
　 5）競技団体との連携強化を図る。

3 ．事　業
　 1）平成23年度茨城県体育協会事業協力
　　①平成23年度全県研修会（旧・中央研修会）・茨城県会場
　　　⑴期　日　平成 23 年 9月 18 日㈰
　　　⑵主　管　 茨城県スポーツ指導者協議会・中央支

部及び研修委員会
　　　⑶会　場　 水戸市・茨城県立青少年会館
　　　⑷参加者　 日本体育協会公認スポーツ指導者・ス

ポーツ少年団等各種スポーツ指導者
　　②平成23年度地区研修会（県西地区会場）
　　　⑴期　日　平成 23 年 12 月 4日㈰
　　　⑵主　管　 茨城県スポーツ指導者協議会・県西支部
　　　⑶会　場　 古河市・ユーセンター総和

　　　⑷参加者　 日本体育協会公認スポーツ指導者・ス
ポーツ少年団等各種スポーツ指導者

　　③平成23年度地区研修会（鹿行地区会場）
　　　⑴期　日　平成24年 2 月 19 日㈰
　　　⑵主　管　 茨城県スポーツ指導者協議会・鹿行支部
　　　⑶会　場　 鉾田市・鉾田市立大洋公民館
　　　⑷参加者　 日本体育協会公認スポーツ指導者・体育

指導員・スポーツ少年団等登録指導者
2）平成23年度本協議会会報発行
　　①会報63号発行
　　　⑴発行月日　平成23年 9 月予定
　　　⑵製本部数　1200部
　　②会報64号発行
　　　⑴発行月日　平成24年 3 月予定
　　　⑵製本部数　1200部　
3）平成23年度日本体育協会研修会
　　① 平成23年度第１回全国スポーツ指導者連絡会議・関東ブロック会議
　　　⑴期　日　平成23年  月  日　～ 日　
　　　⑵会　場　 中止　　⑶出席者　中止
　　② 平成23年度全国スポーツ指導者代表者会議
　　　⑴期　日　平成23年 月 日　未定
　　　⑵会　場　 未定
　　　⑶出席者　照沼会長
　　③平成23年度公認スポーツ指導者全国研修会
　　　⑴期　日　平成23年 月 日　未定
　　　⑵会　場　 未定
　　　⑶出席者　照沼会長ほか若干名
4） 平成23年度財団法人日本体育協会公認スポーツ指導
者表彰の支部推薦者

　　　⑴推薦者　栗本恵美子様（県北支部）　綿引　健様（県北支部）
　　　　　　　　赤石美智子様（中央支部）　横田廣夫様（鹿行支部）
　　　　　　　　島田良子様（県西支部）
　　　⑵提出期限　 平成23年7月20日㈬まで
　　　⑶提出先　㈶茨城県体育協会

平成23年～24年度  本協議会役員選出について
① 次の役員は本協議会規約第 9条 1 項及び 2項に基づい
て、学識経験者、支部長または支部選出理事、競技団
体理事から理事会の決議により常任理事会で選考委員
会が選出しましたので、総会の承認を求めます。

　顧　問（若干名）県体協課長　野田洋平　荒木浩二
　会　長（１　名）照沼一美
　副会長（若干名）島田昌和　野内康二　櫻井孝之
　　　　　　　　 藤枝平造　田畑由紀子 
　　　　　　　　 関口　毅　青柳薫光

② 次の役員は本協議会規約第 9条 3 項に基づいて、理事
の中から理事会の決議により常任理事会で選出して会
長委嘱しますので、報告いたします。
　理 事 長（1名）野内康二
　副理事長（2名）近藤康雄　鈴木孝子
　事務局長（1名）鈴木義夫

　総務委員長（1名）鈴木義夫
　広報委員長（1名）岡野秀一
　研修委員長（1名）島田昌和

③ 次の役員は本協議会規約第 9条 4 項に基づいて、理事
及び会員から理事会の決議により常任理事会で選出し
て会長委嘱しますので、報告いたします。
　事務次長（1名）近藤康雄
　事務局長（2名）吉田広光　柏葉光子
　会　　計（2名）島田良子　又村和子

④ 次の役員は本協議会規約第 9条 5 項に基づいて、会員
から理事会の決議により常任理事会で選出して会長委
嘱しますので、報告いたします。
　監　　事（2名）和田弘行　松平繁男
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五
月
二
十
八
日
㈯
午
前
十
時
か
ら
日

立
市
女
性
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
茨
城
県

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
県
北
支
部
の

総
会
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
一

カ
月
遅
れ
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
総
会
に
て
県
北
支
部
は
、

月
一
回
の
定
例
役
員
会
、
年
二
回
の
支

部
会
報
発
行
、
救
急
救
命
法
講
習
会
、

近
隣
市
町
村
へ
の
運
営
協
力
を
中
心

に
、
役
員
改
選
は
全
員
留
任
し
昨
年
に

引
き
続
い
て
活
動
し
て
い
く
事
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
総
会
後
の
懇
談
会
で
は

参
加
者
か
ら
貴
重
な
意
見
を
頂
き
大
変

有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画（
案
）は

・
定
例
役
員
会　

毎
月
第
一
月
曜
日

・
広
報
発
行

　
　

八
月　

あ
み
〜
ご
三
十
八
号

　
　

三
月　

あ
み
〜
ご
三
十
九
号

・
研
修
会

　
　

二
月　

救
急
救
命
法

　
　
　
　
　

近
隣
市
町
村
へ
の
運
営
協
力

　
　

四
月　

日
立
さ
く
ら
ロ
ー
ド
助
勢

　
　

十
月　

セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
助
勢

　

十
一
月　

親
子
サ
イ
ク
リ
ン
グ
助
勢

　
　
　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
助
勢

　
　

三
月　

歩
け
歩
け
大
会
助
勢

等
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
行
事
で
は
大
震
災
で
日
立

さ
く
ら
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
が
中
止
と
な
り

残
念
で
し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
も

徐
々
に
復
旧
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
利
用
制

限
は
あ
る
も
の
の
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
側

に
も
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
ま
し
た

の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
「
笑
顔
と

元
気
」
を
一
日
も
早
く
取
り
戻
し
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

県
北
支
部
で
は
支
部
役
員
交
流
会
を

開
催
し
、
役
員
同
士
の
交
流
も
深
め
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
常
に
指
導
者
と
し

て
個
々
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め

に
新
し
い
知
識
、
情
報
を
得
る
事
は
研

修
会
へ
の
参
加
が
一
番
と
考
え
、
研
修

会
の
開
催
を
第
一
義
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
日
体
協
設
立
百
周
年
と
い
う
節

目
の
年
で
も
あ
り
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協

議
会
を
見
直
す
良
い
機
会
と
捉
え
て
い

ま
す
。
会
員
各
位
の
積
極
的
な
研
修
会

へ
の
参
加
と
協
議
会
へ
の
提
案
を
強
く

切
望
い
た
し
ま
す
。

表
彰
で
は
県
北
支
部
か
ら
平
沢
ふ
く

江
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
平
沢
さ

ん
の
更
な
る
ご
活
躍
と
持
ち
前
の
指
導

力
で
、
後
輩
の
指
導
育
成
に
ご
尽
力
さ

れ
ま
す
事
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
東
日
本
大

震
災
に
際
し
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
衷

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、
未
だ
に

大
変
な
思
い
を
な
さ
れ
て
い
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
何
と
ぞ
力

強
く
立
ち
直
ら
れ
る
事
を
祈
念
い
た
し

ま
す
。

今
年
度
の
研
修
会
は
、
茨
城
県
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
開
催
の
全
県
研

修
会
の
当
番
支
部
に
あ
た
り
、
九
月

十
八
日
㈰
に
、水
戸
市
青
年
会
館
に
て
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
希
望
者
も
百

名
余
と
な
り
担
当
者
一
同
胸
を
な
で
お

ろ
し
た
の
を
お
ぼ
え
て
お
り
ま
す
。
良

き
時
に
感
謝
で
あ
り
ま
す
。

支
部
事
業
の
上
級
救
命
の
更
新
講
習

会
は
六
月
二
十
五
日
㈯
に
、
ひ
た
ち
な

か
西
消
防
署
に
て
終
了
い
た
し
ま
し

た
。
技
術
の
確
認
、
知
識
の
積
み
重
ね

と
い
う
貴
重
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。尚
上
級
救
命
資
格
取
得
講
習
会
は
、

先
に
お
知
ら
せ
致
し
ま
し
た
と
お
り
、

平
成
二
十
四
年
二
月
十
二
日
㈰
、
ひ
た

ち
な
か
西
消
防
署
で
、
八
時
間
の
講
習

会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

今
、私
達
指
導
者
が
必
要
な
救
命
法
、

特
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
知
識
を
的
確
に
学
び
、

し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
、
い
ざ
事
あ
る

時
に
慌
て
ず
に
、
良
い
型
で
関
わ
れ
る

様
に
な
れ
ば
と
事
務
局
と
し
て
は
、
考

え
て
お
り
ま
す
。

中
央
支
部
総
会
時
の
通
知
と
会
場
の

事
情
に
よ
り
、
今
回
が
新
た
な
事
業
期

日
と
な
り
ま
す
の
で
、
今
一
度
予
定
と

検
討
し
て
、
事
務
局
へ
お
申
し
込
み
下

さ
い
。
同
じ
指
導
者
仲
間
、
ご
家
族
、

年
頃
に
な
っ
た
生
徒
さ
ん
達
に
も
必
要

と
思
え
る
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

中
央
支
部
事
務
局 

野
々
村
律
子
宛

〒
三
一
二

－

〇
〇
〇
二

ひ
た
ち
な
か
市
高
野
二
四
五
三

－一
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
９

－

２
８
５

－

３
４
４
４
で
す
。

自
分
達
の
各
々
の
種
目
で
次
代
の
指

導
者
が
、
上
手
く
育
っ
て
お
り
ま
す
で

し
ょ
う
か
。
先
達
が
築
き
、
仲
間
が
育

み
、
継
続
し
て
き
た
組
織
を
、
知
識

を
、
意
識
を
持
っ
て
次
代
に
良
い
型
で

引
き
継
ぐ
事
も
、
大
事
な
事
業
の
一
つ

と
、
心
し
て
お
く
こ
と
も
大
事
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
自
己
の
種
目
の
み
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
相
互
に
情
報
を
交
換
し
、
時

代
に
マ
ッ
チ
し
た
組
織
づ
く
り
に
想
い

を
は
せ
る
事
が
肝
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

支
部
だ
よ
り

事　

務　

局　
　

梅 

村 

恒 

雄

県
北
支
部

事　

務　

局　
　

野
々
村 

律 

子

中
央
支
部
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今
年
度
は
支
部
担
当
の
地
区
研
修
会

は
あ
り
ま
せ
ん
。
来
年
度
は
県
南
支
部

で
開
催
の
予
定
で
す
。
昨
年
の
地
区
研

修
会
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
県
南
支

部
の
活
動
の
呼
び
か
け
を
致
し
ま
し
た

数
名
の
方
の
協
力
の
回
答
が
御
座
い
ま

し
た
。
震
災
の
影
響
等
で
、
そ
の
後
の

協
力
依
頼
等
も
せ
ず
、
誠
に
申
し
訳
無

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
こ
そ
は
県

南
支
部
の
組
織
の
再
構
築
を
図
り
た
く

願
っ
て
お
り
ま
す
が
、
力
不
足
で
実
行

出
来
ず
、
恥
じ
て
お
り
ま
す
。

県
南
支
部
会
員
数
は
年
々
減
少
の
傾

向
に
有
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
県
南
支

部
は
二
七
〇
名
ほ
ど
の
会
員
数
で
す
。

支
部
組
織
の
再
構
築
に
は
会
員
数
の
多

い
市
町
村
の
参
加
が
不
可
欠
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を

頂
く
方
策
を
考
え
あ
ぐ
ね
て
お
る
次
第

で
す
。
取
敢
え
ず
会
員
全
員
に
案
内
状

を
送
付
し
、
十
一
月
中
に
は
支
部
会
を

開
催
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

石
岡
、
土
浦
、
つ
く
ば
、
取
手
、
守

谷
市
等
会
員
数
の
多
い
地
区
の
皆
さ
ん

に
は
、
節
に
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
今
ま
で
支
部
活
動
に
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
方
々
に
は
引
き
続
き
、
ご

参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
報
を
お
借
り
し
お
願
い
だ
け
の
文

面
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
支
部

組
織
の
強
化
無
く
し
て
は
、
指
導
者
協

議
会
の
今
後
の
活
動
に
も
、
影
響
大
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
競
技
団
体
で
の
活

動
が
忙
し
い
の
が
現
実
の
中
で
し
ょ
う

が
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

県
西
支
部
で
は
、
五
月
一
五
日
支
部

総
会
を
古
河
市
中
央
公
民
館
で
開
催
致

し
ま
し
た
。

支
部
会
員
一
三
二
名
中
、
出
席
は

一
〇
名
と
例
年
ど
お
り
少
な
く
、
会
員

の
方
々
が
こ
ぞ
っ
て
出
席
で
き
る
（
す

る
）
興
味
の
あ
る
総
会
を
企
画
し
、
運

営
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
支
部

総
会
、
そ
の
他
の
中
で
出
席
者
か
ら
総

会
の
中
で
講
演
等
を
開
催
し
た
ら
と
要

望
が
あ
り
、
検
討
す
る
事
と
致
し
ま
し

た
。七

月
一
七
日
、
本
部
総
会
の
中
で
話

し
が
あ
り
ま
し
た
が
三
月
一
一
日
の
震

災
の
関
係
も
あ
る
が
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

の
環
境
が
変
わ
っ
て
来
て
い
る
そ
う
で

す
。
若
い
指
導
者
の
活
躍
の
場
を
少
し

で
も
多
く
、
与
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

四
年
に
一
度
の
更
新
率
が
伸
び
な
い
原

因
は
何
な
の
か
？
同
じ
悩
み
は
支
部
で

も
言
え
る
事
で
あ
る
。
若
い
指
導
者
の

方
々
の
意
見
を
聞
く
機
会
を
設
け
て
、

県
西
支
部
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
社
会
的

地
位
向
上
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
の
地
区
研
修
会
は
平
成

二
十
三
年
一
二
月
四
日
㈰
古
河
ユ
ー
セ

ン
タ
ー
総
和
で
県
西
支
部
が
幹
事
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
一
昨
年
も
同
会
場
で
実

施
さ
れ
体
育
協
会
の
方
々
、
本
部
、
支

部
の
方
々
の
御
協
力
で
無
事
終
了
致
し

ま
し
た
。
今
年
度
も
御
協
力
お
願
い
致

し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け
ら
れ

た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
の
悲
惨
さ
は
何
と
も
申
し
上

げ
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
早

く
の
復
興
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

鹿
行
地
区
で
も
大
変
な
被
害
が
出
ま

し
た
。
学
校
が
危
険
校
舎
に
な
り
、
他

校
に
間
借
り
し
た
り
、
体
育
館
や
公
民

館
等
今
だ
に
使
用
で
き
な
い
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
鹿
行
大
橋
は
一
部
が
陥
没

し
て
通
行
止
に
な
り
ま
し
た
。
家
屋
が

浸
水
し
た
り
大
き
な
被
害
が
で
ま
し

た
。二

月
の
大
洋
公
民
館
で
の
研
修
会
参

加
の
折
、
鹿
行
大
橋
を
利
用
し
よ
う
と

す
る
方
は
配
慮
願
い
ま
す
。
こ
の
様
な

施
設
の
被
害
で
各
種
団
体
は
不
便
を
感

じ
て
い
ま
す
。

二
月
の
研
修
会
を
開
く
に
あ
た
り
、

役
員
会
を
開
き
、
組
織
の
充
実
や
各
種

ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
の
連
携
に
つ
い
て
も

協
議
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。

私
こ
と
若
い
頃
、
鹿
島
サ
ッ
カ
ー
ク

ラ
ブ
で
、次
に
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ
、又
サ
ッ

カ
ー
で
活
動
、
今
何
と
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー

ム
に
入
っ
て
週
一
回
の
練
習
を
し
て
い

る
。
メ
ン
バ
ー
は
二
十
代
か
ら
七
十
代

ま
で
、
中
に
は
、
百
六
十
キ
ロ
の
元
お

相
撲
さ
ん
も
、
お
医
者
さ
ん
達
は
運
動

の
大
切
さ
を
認
識
し
て
い
る
せ
い
か
良

く
運
動
を
す
る
。
七
十
代
の
先
生
は
、

東
京
、
勝
田
、
つ
く
ば
マ
ラ
ソ
ン
や
全

国
の
大
会
に
参
加
し
て
い
る
。
若
者
の

目
標
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
リ
ー

ダ
ー
は
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
で
あ
る
。

若
者
は
我
々
に
は
強
く
当
た
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
当
て
ら
れ
た
ら
骨

折
し
か
ね
な
い
。
そ
し
て
い
い
按
配
の

運
動
が
で
き
て
い
る
。
練
習
の
後
の
一

杯
も
楽
し
く
、
い
い
情
報
交
換
の
場
と

な
っ
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
に
よ
る
と
、
高
温
、
高
湿
度
で
の

運
動
は
熱
中
症
に
な
り
や
す
く
、
特
に

老
人
・
小
児
は
十
分
な
注
意
を
。
本
症

は
以
下
三
型
に
分
類
で
き
る
。

一
、
熱
疲
労

多
量
の
発
汗
に
よ
り
脱
水
に
陥
っ
た

状
態
。
脱
力
感
、
倦
怠
感
、
め
ま
い
、

悪
心
、
頻
脈

二
、
熱
け
い
れ
ん

前
記
に
疼
痛
を
伴
う
筋
け
い
れ
ん
を

お
こ
す
。

三
、
熱
射
病

四
十
度
以
上
の
高
体
温
と
顕
著
な
脱

水
の
た
め
意
識
障
害
を
起
こ
し
発
汗
は

止
ま
る
。

応
急
処
置
の
基
本
は
涼
し
い
場
所
に

支　

部　

長　
　

櫻 

井 

孝 

之

県
南
支
部

事
務
局
長　
　
近 

藤 

康 

雄

県
西
支
部

支　

部　

長　
　

島 

田 

昌 

和

鹿
行
支
部
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移
し
て
安
静
を
保
つ
。
軽
度
は
ア
イ
シ

ン
グ
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
冷
水

を
飲
ま
せ
る
。
熱
け
い
れ
ん
は
傷
害
部

分
の
筋
肉
の
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
を
。
熱

射
病
は
速
や
か
に
救
急
医
療
ス
タ
ッ
フ

の
整
っ
た
病
院
へ
。

予
防
と
し
て
は
暑
熱
環
境
下
で
は
運

動
を
行
わ
な
い
こ
と
が
原
則
で
、
避
け

ら
れ
な
い
時
は
積
極
的
に
水
分
補
給
を

し
休
憩
を
二
十
五
分
位
毎
に
と
る
。
熱

中
症
予
防
の
漢
方
薬
も
あ
る
。

又
、
年
一
回
は
心
電
図
検
査
を
。
寒

い
冬
の
運
動
は
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

が
大
事
と
い
う
事
で
あ
る
。

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

先
日
ご
連
絡
し
ま
し
た
水
戸
支
部

の
総
会
が
震
災
に
よ
り
延
期
に
な
り

ま
し
た
。
改
め
て
平
成
二
十
三
年
十
月

二
十
三
日
（
日
曜
日
）
午
前
十
時
よ
り

茨
城
県
総
合
福
祉
会
館 

四
階
研
修
室

に
て
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
案
内
状

に
て
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
又
、
藤

枝
平
造
支
部
長
が
一
身
上
の
都
合
に
よ

り
退
会
い
た
し
ま
し
た
。
総
会
に
て
役

員
改
選
を
行
い
新
体
制
に
て
水
戸
支
部

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
御

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
海
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
小
学
テ
ニ

ス
は
、
平
成
十
二
年
四
月
に
発
足
し
ま

し
た
。
テ
ニ
ス
が
大
好
き
な
小
学
生
が

九
十
二
名
、
村
の
コ
ー
ト
四
面
に
集
ま

り
、
男
子
指
導
者
四
名
、
女
子
指
導
者

四
名
、
育
成
会
の
当
番
四
名
と
毎
週
土

曜
日
、
十
三
時
か
ら
十
五
時
ま
で
仲
間

と
テ
ニ
ス
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。年
二
回
、

近
郊
大
会
等
を
行
い
、
技
術
的
に
も
確

実
に
上
達
し
て
お
り
、
指
導
者
共
々
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
輪
が
広
が
り
、
各
市
町
村
に

も
テ
ニ
ス
の
大
会
が
出
来
る
よ
う
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
は
精
神
的
に
も
強
い
心
が

き
た
え
ら
れ
ま
す
。
仲
間
と
の
強
い
絆

が
生
ま
れ
ま
す
。
小
さ
い
と
き
か
ら
ゲ
ー

ム
だ
け
で
は
な
く
、
身
体
を
動
か
し
、

遊
び
を
通
し
て
、
元
気
な
身
体
を
、
ま

た
良
い
関
係
の
仲
間
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

昭
和
五
十
四
年
、
東
海
村
よ
り
、
体

育
指
導
員
と
し
て
、
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

各
種
の
仲
間
と
共
に
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
近
隣
市
町
村
と
の
交
流

も
あ
り
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
研
修
会
等
も

あ
り
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
年
七
月
に
水
戸
市
の
東
部
、

酒
門
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
を
対
象
と

し
て「
酒
門
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

を
設
立
し
ま
し
た
。

活
動
の
拠
点
と
な
る
酒
門
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
竣
工
当
初
か
ら
特
定

の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
使
用
が
ほ
と
ん
ど

で
、
一
般
住
民
の
方
に
は
馴
染
み
の
薄
い

施
設
で
し
た
。「
こ
の
施
設
を
お
年
寄
り

か
ら
子
ど
も
ま
で
み
ん
な
が
気
軽
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
交
流
で
き
る
場
に
し

ま
し
ょ
う
。」
と
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
仲

間
で
話
し
合
い
、
平
成
十
七
年
「
い
き

い
き
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
」
を
結
成
し
た

の
が
発
端
で
し
た
。

現
在
、
定
期
講
座
が
六
つ
、
会
員
数

一
二
六
名
の
ま
だ
小
さ
な
ク
ラ
ブ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
が
地
域
の
人
々
に
理

解
さ
れ
信
頼
さ
れ
み
ん
な
の
ク
ラ
ブ
と

し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
に
は
地
道
な
努

力
を
継
続
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

委
員
の
中
で
も
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
、
旧

名
称
体
育
指
導
委
員
や
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
大
き
な
財
産
で

す
。
運
営
は
殆
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
が
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
や
「
参
加
し
て

良
か
っ
た
」
の
声
が
運
営
委
員
一
六
名
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

熱
意
あ
ふ
れ
る
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
役

に
報
い
る
た
め
に
、
そ
し
て
地
域
の
人
々

に
喜
ば
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
が
で
き

る
よ
う
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
さ
ら
に
努

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

東
海
村
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団

事　

務　

局　
　

吉 

田 

広 

光

水
戸
支
部

www.ibaraki-sports.or.jp/

ホームページを開設
いたしました！

赤
石
美
智
子

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
と
私

マ
ネ
ジ
ャ
ー

友
部　

静
江
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県
北
支
部
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
野

内
支
部
長
が
、
会
報
六
十
二
号
で
、
平

成
二
十
二
年
度
事
業
計
画
の
進
捗
状
況

で
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

県
北
支
部
の
主
な
活
動
と
な
っ
て
い

る
助
勢
事
業
に
つ
い
て
は
、
日
立
さ
く

ら
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
や
セ
ン
タ
ー
祭
り
へ

の
助
勢
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、

常
陸
太
田
市
教
育
委
員
会
、
常
陸
太
田

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
（
ス

ポ
ー
ツ
基
本
法
が
八
月
二
十
四
日
か
ら

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
体
育
指
導
委

員
協
議
会
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協

議
会
に
名
称
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
）

へ
の
特
徴
的
な
助
勢
に
つ
い
て
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

助
勢
へ
の
経
緯
で
す
が
、
支
部
長

が
、
常
陸
太
田
市
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
で
、
常
陸
太
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
協
議
会
の
会
長
が
県
北
支
部
の
役
員

と
い
う
状
況
に
有
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
に
は
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な

が
ら
協
働
す
る
こ
と
が
必
要
と
の
認
識

で
し
た
。

最
初
は
「
市
民
歩
け
歩
け
大
会
」
へ

の
助
勢
で
し
た
。
五
㎞
コ
ー
ス
と
十
㎞

コ
ー
ス
に
三
百
名
を
超
す
参
加
者
が
有

り
、
安
全
の
確
保
と
先
導
の
歩
速
調

整
、
コ
ー
ス
中
間
で
の
観
察
が
役
割
で

し
た
。

次
に
、
毎
年
、
十
一
月
下
旬
に
行
わ

れ
て
い
る
「
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
」
へ
の
要
請
で
し
た
。
旧
県
北

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
の
事
業
で
、

県
北
と
し
て
は
、
初
め
て
の
種
目
「
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」
の
実
技
研
修
が
開

催
さ
れ
こ
れ
が
後
に
、
旧
常
陸
太
田
市

体
育
指
導
委
員
協
議
会
で
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
、
普
及
に
取
り
組
む
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。

昨
年
は
普
及
が
進
み
、
二
百
名
を
超

す
参
加
者
が
有
っ
た
。
県
北
支
部
チ
ー

ム
は
、大
会
に
係
る
役
割
は
も
と
よ
り
、

四
コ
ー
ス
中
、
一
コ
ー
ス
十
ホ
ー
ル
を

担
当
、
設
定
、
競
技
中
の
指
導
、
審
判

等
に
指
導
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
。

一
昨
年
、
常
陸
太
田
市
教
育
委
員
会

主
催
で
実
施
さ
れ
た
「
第
一
回
親
子
サ

イ
ク
リ
ン
グ
」
に
、
運
営
委
員
と
し
て

派
遣
依
頼
が
有
り
助
勢
。
昨
年
十
一
月

三
日
「
第
二
回
親
子
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」

で
も
引
き
続
き
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。

役
割
は
、
自
転
車
で
の
先
導
、
中
間
観

察
、
交
差
点
、
横
断
歩
道
で
の
安
全
確

保
で
し
た
。
コ
ー
ス
は
久
慈
川
サ
イ
ク

リ
ン
グ
コ
ー
ス
を
使
用
し
、
常
陸
太
田

市
役
所
を
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
と
し

て
、日
立
市
み
な
と
町
「
な
ぎ
さ
公
園
」

で
昼
食
休
憩
後
、
折
り
返
し
往
復
十
六

㎞
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
一
回
（
三
月

二
十
七
日
）
の
時
に
は
、
久
慈
川
の
堤

防
沿
い
に
咲
き
誇
っ
て
い
る
菜
の
花
が

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

助
勢
事
業
を
通
し
て
、
常
陸
太
田
市

の
方
々
と
の
交
流
や
普
段
訪
れ
る
こ
と

が
無
い
素
敵
な
所
を
知
る
事
が
出
来
ま

し
た
。よ
り
よ
い
助
勢
を
目
指
し
ま
す
。

助
成
事
業
に
協
力
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ん
は
、
全
て
「
専
門
種
目
以
外
」
こ
れ

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

全
国
的
に
有
資
格
者
の
更
新
率
が
低

下
傾
向
に
有
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

要
因
は
、
色
々
有
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
と
し
て
の
知

識
、
指
導
力
を
、
専
門
種
目
以
外
の
分

野
で
活
か
す
こ
と
が
出
来
る
、
そ
の
よ

う
な
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

http://www.ibaraki-sports.or.jp/

広
報
委
員
会

担
当
副
会
長

田　

畑　

由
紀
子　
　

広
報
委
員
長

岡　

野　

秀　

一　
　

広
報
委
員

　

菅
谷　

政
宏（
県
北
支
部
）

　

舛
井　

幸
子（
水
戸
支
部
）

　

柏
葉　

光
子（
中
央
支
部
）

　

君
和
田
治
也（
鹿
行
支
部
）

　

櫻
井　

孝
之（
県
南
支
部
）

　

又
村　

和
子（
県
西
支
部
）

編
集
後
記

　

第
六
十
三
号
会
報
発
行
に

当
た
り
皆
様
に
原
稿
を
賜
り

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

ご
愛
読
い
た
だ
け
る
会
報
と

な
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
様
の
忌
憚
の

な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

次
回
の
会
報
発
行
は

平
成
二
十
四
年
三
月

周
辺
地
域
へ
の
助
勢
事
業

に
つ
い
て

県
北
支
部

菱
沼　

哲
朗


